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プリンタブルセンサーコード技術研究組合

「温度センサーとして機能するセンサーコード
～産地の美味しさを食卓で～」の実証実験

背景・目的

実験内容

実験結果

今後の展望

国内及び海外への日本酒輸送を通じ、PSCステッカーの温度精度及び耐久性、リーダーの性能を試験。

日本酒の味を保証するためには、温度に加え
て経過時間の検出が必要。
• 今回の実験では、両方とも輸送中はダ

ンボール内は30度前後まで上昇した。
しかし数日放置された船便の方が明ら
かに味の劣化が起きていた。

• たとえ閾値の温度（例えば30度）を検
出しても、その超過温度が一定上長い
ことを検出する必要性がありそう。

日本製の食品、飲料、酒類の輸出は伸長が続く見込み。
しかし、現状、低価格かつ手軽に使用できる物流用の温度モニタリング機器はない。

開発したプロダクトが、実際の運用に耐えら
れるかを検証する。
• 温度検出精度
• 耐久性
• リーダーの読み込み


